ヒマラヤ 越え 

この ふしぎな 物語 は 旅客機 ヤヨ ィ 号が、 ヒマラヤ 山 

ふじちゃく 

脈 中に 不時着した (？) 事件から、 はしなくも、 くり 

ひろげられる。 

この ヤヨ ィ 号に は、 ある 特別な 用事 をお びて、 ョ— 

とくし だん みちひ こ 

口 ツバへ わたる 特使 団の 一行が のって いた。 道彦 少年 

きたに はかせ 

も、 その 中に 加わって いた。 彼 は、 団長 木 谷 博士の 小 

さい 秘書だった。 

世界 地図 を ひろげて みると わかる が、 日本から ョ— 



だった ところに、 テントが、 柱 もしないで、 雪のう え 

に ひろげられ ていた。 なに をす るた めに、 そんな こと 

をして あるの かと、 彼 は その 方に あるいて いったが、 

とちゅうで 彼 は、 うむとう なって 立ち どまった。 それ 

は テントの 下から、 人間の 足が 見えた からであった。 

テント をめ くって、 その 下 を 見る 必要 はない。 道彦 

は、 急に 頭が、 ふらふらと してきた が、 こんな ことで、 

よわい 気 を 出して はならない と 思い、 げんこ を かため 

ると、 われと わが あたま をが ー ん となぐ りつけ た。 

( …… 生き残つ たの は、 先生と 自分 だけら しいよう だ。 

いや、 先生 も、 このまま にして おけば 死んで しまう ぞ) 



道彦 はしつ かりし なくて はならない と、 自分の 心 を 

はげました。 なんとかして、 先生 をた すける こと、 そ 

だいちん じ 

れ から、 この 大 椿事 を 東京へ 知らせる こと、 この 二つ 

を 早く やらなければ、 彼のつ とめが すまない。 彼 は、 

決心 をした。 どうやら、 ここ は、 ヒマラヤ山脈の 高峰 

らしい が、 どこかに、 人間 はいない であろう か。 登山 

者が いて くれる といい の だが、 あるいは 山番で もい い- 

太陽 は 山の はしから のぼって、 雪山 一たい を ぎら ぎ 

ら とてり つける。 道彦 は、 かたい 雪のう え を、 いくた 

びか すべりそう になって、 それでも やっとが けの ふち 

まで、 たどりついた。 そして、 谷の 方 を、 おそる おそ 



た。 やがて、 頭が きりきり 痛み、 そして 耳が がんがん 

鳴り だした。 目が 見え なくなった。 

(あつ、 あぶない！) 

と、 道彦 は、 根 かぎりに 叫んだ。 

「おい、 どうした。 道 彦！」 

彼の 名 をよ ぶ ものが ある。 

はっと 思って、 道 彦は眼 を あいた。 すると、 そばに、 

木 谷 博士の 顔が、 にこに こと、 彼 を のぞきこんで いた。 

「お前が、 あまりう なされて いるもの だからな あ。 な 

にか 夢を見て いたね」 

夢？ 気がつく と、 飛行機 は、 エンジンの 音 もす こ 



ぶる 快調に、 おだやかに 飛んで いるで はない か。 

「先生、 これ は 何 号です か」 

「何 号？ ヤヨ ィ号じ やない か」 

「ああ、 やっぱり ヤヨ ィ号 か。 —— ああ、 よかった」 

「なにが、 よかった つて」 

そうなん 

博士に きかれて、 やむなく 道彦 は、 ヤヨ ィ 号の 遭難 

のこと や、 氷河期の 怪人が あらわれ たこと など を 話し 

た。 

すると 博士 は、 笑いながら うなずいて、 

「ああ、 そうか。 ヤヨ ィ号 は、 ぶじに 雲 をぬ けて、 ヒ 

マラ ャ山派 は、 もう はるかう しろに なって しまったよ _ 
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